
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津市立新クリーンセンター 

市民活動スペース 

活用ワーキンググループ 

第２回 

日 時 平成 29年 6月 21日（水） 

    14：00～15：30 

場 所 市役所 502会議室 

参加者 10名 

 

当日のプログラム 

１．あいさつ 

① 工事進捗 

② 新クリーンセンターの位置づけ 

③ ワーキンググループ 運営体制 

 

２．第１回ワーキンググループの宿題 

① 新施設の効果 

② 草津市のごみの現状と課題 

 

３．第２回ワーキンググループのテーマ 

・循環型社会形成に向けて 

・ごみ減量に向けて 

・取組事例の紹介 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

次回（第３回）日程 

日 時 平成 29年 8月 28日（月） 

    14：00～15：30 

場 所 市役所５階 502会議室 

内 容 ① 前回（第２回）のふりかえり 

    ② 市民活動スペースでやりたいこと 

    ③ 市民活動スペースでできること 

④ 次回に向けて 

 

※当日の資料を事前に送付します。 

市民活動スペースは、市民発意の活動ができる場 

・新しいクリーンセンターは発電という取組も加わり、市民の活

動を通して多くの市民が集える施設、学びの施設として活用し

ていきたい。 

・地元地域、企業にも加わってもらい、様々な環境啓発の場とし

て活用していきたい。 

意見交換 

・消費者の視点として、ごみを出さない暮らしについて、事例紹

介など、気づきを与えることが重要。 

・「リデュース」という表現が伝わりにくい。「ごみを出さない活

動」と表現を変えてはどうか。 

・リサイクルにもエネルギーがかかっていることを知ってもら

う。 

・ゲームや漫画など、子どもに伝わりやすい工夫が必要。 

・ごみ減量の取組はまだまだ浸透していない。地域に出向いて伝

えていくことが重要。 

・家具や自転車のリペアなど、市民発意の活動が実現するとよい。 

・生ごみ堆肥の活動から、生ごみを減らすことができる。野菜づ

くりを通して人のつながりも作れる。 

・エコクッキングで、ごみを出さない調理法を実践できる。 

・企業で環境担当をしており、生物多様性保全等を担っている。

小学生の見学を受け入れ、ものづくり体験と合わせて、敷地内

の森を使った環境教育等、地域貢献として取り組んでいる。 


